
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

　新たに追加された二行為は、患者の救命率向上に高い効果が期待されるところであるので、引き続き事業を実施していく。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 2,066 0

目標に対

する成果

の状況

　拡大二行為等追加講習を講義、実習とそれぞれ１回ずつ開催し、延べ98名の参加があった。

概　算

人件費

0.10

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

80名 98名 達成 80名

合計（A) 0 0 1,491 0

補正予算

Aの

財源

拡大二行為等追加

実習の受講者数

1,491 1,240 -

（補正）

0 0 826 0

1,491

1,240

0 0 1,491 0

当初予算

区　　分（単位：千円）

予

算

額

27年度24年度 25年度 26年度26年度26年度26年度

項目

H25末

（実績）

Ｈ26
H27

目標
目標 成果 達成状況

県民との協働による実施： 困難

　拡大二行為等追加講習の受講者数：80名

前年度繰越

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail iryo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

6-1　健康で長生きできる地域づくり    

成果目標の達成状況

成果目標・

事業内容

合計 1,491 1,240 0

（決算） （当初）

講習の開催 直接

拡大二行為等追加講習の実施（講義62名、実習36名

参加）

・技能認定を行う県メディカルコントロール協議会により、講習の質を担保する必要がある

・救急振興財団開催の講習会への参加や各地域での独自開催よりも効率的

　平成26年４月から、救急救命士が行う特定行為に新たに追加された二行為（心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び

輸液、血糖測定並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与）の技能修得のため、県内の救急救命士を対象とした講習を開催し、拡

大二行為の実施を通じて患者救命率の向上を図る。

　新たに追加された二行為は、患者の救命率向上に高い効果が期待されるところであるので、必要な講習を修了し技能認定を受けた救

急救命士を増やしていく必要がある。

４　医療施策の充実 実施期間 H26 ～

課・室 医療推進課

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

事業番号 04 03 46 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 救急救命士拡大二行為等追加講習事業救急救命士拡大二行為等追加講習事業救急救命士拡大二行為等追加講習事業救急救命士拡大二行為等追加講習事業
担

当

課

部局 健康福祉部

県が関与

する理由

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】


